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のバリアフリーの自動ド

アに という例があるので入口を大 

れている北側玄関にっいて、  

＠観光物産館マデイニーの玄 

きく広くし身体障害者のた
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玄関があそこに必要

なのか
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お客さんの中にもケガをした 
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ることから状況
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青銀駐車場側の四枚引き戸式 

ていないのと同然でほとんど 少しでも悪臭を無くしながら ら

普

段でも

風の向き

で

臭い
が 

また斜陽館から帰る際には現 喜んでもらうように委託管理 一観光客から

芦野

公園

駅ト 

在の正面玄関は全く使用され 人にお願いして掃除を徹底し 

イレ
の

苦情を

言わ
れ

た町

民か 

三味線会館のほうに止まる関係、 しいが子どもたちに少しでも ⑥芦野公
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前
向
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に
検
討
し
た
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整
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ま
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は
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効
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の
方
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屋
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入
口
を
広
げ
る
た
め
に
常
任
委
員
 
り
過
ぎ

る
だ
け
で
休
め
る
場
所
が
 
い

き
た
い
。」
 
 

は
中
に
入
っ
て
の
掃
除
は
大
変
ら
 

く
建
設
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。」
 
と
と
な
っ

た
。」
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芦
野
公
園
内
動
物
園
の
に

っ
い
 
活

用
す
る
考
え
が
あ
る
の
ど
う
か
 
降

り
た
ら
駅
内
が
葉
っ
ぱ
で
い
っ

と
か
ら
今
の
四
枚
戸
を
三
枚
に
し
 

な
っ
て
い
る
の
に
散
策
し
て
も
通
 
画
で

生
か
し
、
存
続
を
要
望
し
て

ポ
ン
プ
で
放
水
し
掃
除
を
し
て
い
 

っ
い
て
は
新
町
建
設
計
画
で
反
映
 

こ
と
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
か

の
苦
情
が
あ
り
対
策
を
聞
き
た
い
。
 

「動
物
園
移
転
な
ど
の
構
想
が
あ
 

イ
レ
は
汲
取
り
式
な
の
で
臭
い
は

放
し
飼
い
を
考
え
て
い
な
い
か
0
一
 
宿
で
水

洗
ト
イ
レ
化
さ
れ
立
派
に
 

ま
っ
り
時
は
簡
易
ト
イ
レ
設
置
を

ど
も
た
ち
が
触
れ
合
え
る
よ
う
な
 
っ

て
お
り
本
年
は
日
大
相
撲
部
合
 
は

財
政
上
か
ら
厳
し
く
撤
去
し
、
 
 

汚
く
に
お
い
も
す
る
と
町
民
か
ら
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鳴
海
町
長
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津
軽
鉄
道
に
伝
え
た
と
こ
ろ
ト

ま
た
、
危
険
性
の
な
い
動
物
に
子
 
っ

た
が
多
額
経
費
か
ら
現
在
に
至
 
抑
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
水
洗
化

る
が
猿
な
ど
危
険
性
の
あ
る
動
物
 
し

て
い
き
た
い
が
で
き
る
だ
け
早
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か
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え
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周
辺
を
き
れ
い
に
し
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屋
に
 

ま
っ
り
時
は
臨
時
停
車
場
と
す
る
  

「
ク
マ
の
部
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に
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い
て
非
常
に
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町消防団の新春火災予防パレードが1月 9日、金木消防署を出
発点として行われました。 
この日集まった消防団員ら約40人を前に鳴海町長が「パレー 

ドで火災の怖さ恐ろしさを呼びかけ町民一人ひとりの自覚を促し
ていただきたい」 と、続いて須崎消防団長が「今日のパレードで
町民に注意を呼びかけ今年一年火災のない町にしましょう」 とあ
いさつ。この後、パレードでの注意事項の伝達を受けた団員らは
消防車両 9台に分乗しパレードを開始。町内各地でサイレンを鳴
らしながら火災予防を呼びかけました。 
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興書響 12月18日、嘉瀬スキー場第ーヒユッテで関係者10人が出席して
安全祈願祭が行われました。 

出席者による玉串奉奨などの神事が厳粛の中で行われ、続いて
お神酒による乾杯の音頭で木下教育長が「冬季間、児童生徒がス
キーなどを親しみ技術が向上されることを願っています」 とあい
さつ。今シーズンの安全を祈願しました。 
嘉瀬スキー場では、 1月中旬から 2月下旬までにナイタージュ

ニアジャンプ教室や各大会に向けたポールレッスンを行うスキー 
教室にバッチテストなどが開催されます。 

けて安全 

費隠ク凹スマスプlクゼント 
金木病院 1階待合せロビーで12月22日、金木町童謡を歌

う会（会長＝小山内トシエ）と金木小学校吹奏楽部（顧問＝鈴
木伸一郎）によるクリスマスコンサートが開催されました。 
童謡を歌う会38人が「月のさばく」など 9 曲、吹奏楽部 

48人が「イン・ザ・ムード」 など 9曲を披露し病院内は音
楽ホールに様変わり。集まった入院患者らに音楽のプレゼ
ントをしました。この後、杉山院長が「患者さんに励まし
と感動を与え楽しい一時を過させていただきました」と歌
う会と吹奏楽部に感謝状を贈りました。 

罵周市で隠曹甘b）う 
4 回目となる金木町生き活き直売会（会長＝秋元トシ）に

よる正月市が12月28日、いつもなら役場前でしたが今年は
観光物産館前で行われ買い求める人たちでにぎわいました。 

野菜、花、山菜に漬物や餅類などの農産加工品が並べら
れたテーブルには 「いらっしゃいませ。一つ200円だよ」 と
会員の元気な声にお客が殺到。一人で買物袋 4-,5個を手
にした人もいました。 

厄塞払う 
大厄を迎える男女が1月 4 日、中央公民館で「平成16年

金木町合同厄払い」を行い一年間の降りかかる厄難を払い
落としました。 
今年は昭和38年 4 月 2 日から39年 4 月1日生まれの男性

と、昭和47年 4 月 2 日から48年 4 月 1日生まれまでの女性
が対象で合わせて91人が参加しました。 
式では、男女それぞれお払いを受けた後、参加者一人ひ 

とりの名前が記された祝詞を神主が奏上。厳粛な雰囲気の 
中で代表者 5人が玉串を奉奨し、厄を払いました。 
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1月11日、中央公民館事業の凧作り講習会が朝日町の金木津軽凧

の会長福長勝義さん宅で開催され、参加した石戸谷優宗くん、薫政
くんの兄弟が福長さんの指導で18日に行われる凧上げ大会に上げる
半紙 4 枚分の津軽凧作りにチャレンジしました。 

ねぶたが好きで、その絵に興味がある優宗くんと薫政くんは、持
参の筆を手に外側から内側へと書き込む下絵を作り終えて「作って
面白かった」との感想に、福長さんは「凧上げ大会に出て上げれば
もっと面白いから来てください」と言い。二人は 「はい」と元気よ
く応えていました。 

農業トレーニングセンターで 1 月13日、金木柔道スポーツ少年団 
（監督＝金本敬夫）の道場開きを行いー年間の健康と安全を祈願し
ました。 
道場開きには幼稚園から小学生までの会員15人が参加。柔道着に

着替えた子どもたちは神事を行い、お払いを受けて今年の活躍を誓
っていました。 

この後、早速初げいこを開始。金本監督らの指導を受け柔軟体操
で体をほぐし、元気よく掛け声を出しながら投げ技や寝技の練習を
して汗を流していました。 

できごと、 

口
世
論
調
査
も
「
強
制
執
行
や
む
な
し
」
一
月
ニ
十
日
よ
り
実
施
 

〔
税
の公
平
を
期
す
る
た
め
一
月
二
十
日
か
ら
二
月
二
十
五
日

の
間
を
『
町
税
滞
納
整
理
期
間
』
と
し
て
町
税
滞
納
者
を

一
掃

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
か
ら
御
協
力
下
さ
る
よ
う
切

望
い
た
し
ま
す
。〕
 

口
金
木
町
広
報
委
員
会
発
足
 
期
待
さ
れ
る
今
後
の
活
躍
 

〔
自
治行
政
を
町
民
の
友
情
と
好
意
で
形
成
さ
せ
る
と
共
に
町

民
の
信
頼
と
理
解
を
深
め
さ
せ
る
た
め
町
当
局
で
は
昨
年
十
一
一

月
町
の
有
識
者
か
ら
広
報
活
動
に
必
要
な
人
材
を
求
め
て
『
金

木
町
広
報
委
員
会
』
を
設
置
し
ま
し
た
。〕
 

口
投
書
函
を
備
付
け
町
民
の
声
を
聞
く
 

〔当
局
で
は
近
く
次
の
個
所
に
投
書
箱
を
常
時
備
付
け
皆
様
の

声
を
お
聞
き
す
る
つ
も
り
で
御
座
い
ま
す
。
金
木
駅
入
口
 
寺

町
高
元
呉
服
店
横
 
小
川
町
郵
便
函
横
 
川
倉
白
金
商
店
前

藤
枝
村
田
商
店
前
 
蒔
田
田
中
商
店
前
 
役
場
告
知
板
〕
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け
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け
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ば
六
千
円
損
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す
る
牛
馬
の
籍
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二月
の
農
家
の
所
得
税
確
定
申
告
の
際
牛
や
馬
を
所
有
し
て

い
な
が
ら
そ
の
籍
を
届
け
て
い
な
い
方
は
、
申
告
書
に
現
在
牛

馬
を
飼
養
し
て
い
る
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
も
控
除
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
か
ら

一
月
末
ま
で
必
ず
お
届
け
下
さ
い
。
牛
馬
一

頭
の
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
六
千
円
程
度
の
税
金
を
多

く
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。〕
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四
回
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増

収
共
進
会
褒
賞
授
与
式
に
お
い
て
、

一
年
間
の
労
苦
が
報
い
ら

れ
、
沢
部
白
川
竹
治
氏
（
一
一
九
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に努
力
賞
が
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与
さ
れ
た
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端
町
角
田
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吉
さ
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過
目
島
根
県
松
江
市
で
開

か
れ
た
第
三
回
全
国
統
計
大
会
で
財
団
法
人
全
国
統
計
協
会
連

合
会
長
か
ら
統
計
功
労
者
と
し
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表
彰
さ
れ
記
念
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と
し
て
松

江
市
特
産
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袖
師
焼
花
瓶
を
贈
ら
れ
た
が
、
二
日
金
木
町
役
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で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
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ふるさと金木今稽 
~ 

新年にあたり工藤会長のあいさつを紹介します。 
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新年明けましで'で- L1でセうござ、博す 
本年も東京ふるさと金木会をよろしくお願い申し上げます。東京は雪もなく天候に恵ま

れ穏やかな新年を迎えました。 
昨年 6月29日東京ふるさと金木会発足10周年総会（東京中野サンプラザ）には鳴海町長、 

町議会の議員の皆様、ご多忙のところご出席いただきました。あらためてお礼申し上げま

す。 
また、商工会婦人部の皆さんの古里の物産店、津軽手踊りの見事さ記念の総会、懇親会

を盛り上げていただきました。本当にありがとうございました。（今年もよろしくお願い

します。） 
本年も芦野公園の桜まつりにテントを張る予定です。昨年は無料甘酒約2500杯を花見客、 

観光客に飲んで頂き大変喜ばれました。 
12月13日に東京秋葉原「万世」にて忘年会を開催しました。約50名の出席でした。忘年

会は招待客無の純粋金木の集まりです。久しぶりに金木弁が飛び交い大変な盛り上がりで
した。 

さて、私共古里を離れた者たちにとって関心の高い町村合併ですが金木町の名前がとり
あえず残るようなのでちょっとほっとしている所です。 

古里金木町と古里の皆様が幸せな年であります様祈念して新年の挨拶といたします。 

平成16年元旦 

東京ふるさと金木会会長 工藤源次郎 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨1-3-22 アドニス天野 2F 

加藤税理士事務所内 	丁EL 03-3942-8825・ FAX 03-3942-9171 

い
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
に
つ
い
て
 

国
民
年
金
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
取
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
で
障

害
が
残
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た
時
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年

金
、
不
幸
に
も
一
家
の
働
き
働
き
手
を
失
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ

る
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
 

あ
な
た
の
年
金
は
将
来
に
、
ま
た
万
が

ー
の
時
に
備
え
る
も
の

で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
将
来
の
大
切
な
財
産
づ
く

り
で
す
b
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

〇
保
険
料
 
月
額
一
一二
、
三
〇
〇
円
 
年
額
一
五
九
、
六
〇
〇
円
 

不
審
な
文
書
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
 

日
本
国
民
年
金
協
会
の
名
を
編
っ
て
年
金
受
給
者
に
対
し
、
 

「現
在
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額
に
誤
り
が
発
覚
し
、
文
書
到
達

後
三
日
以
内
に
現
金
を
郵
送
し
な
い
と
年
金
の
支
給
を
停
止
す
る

と
と
も
に
東
京
地
方
裁
判
所
に
損
害
賠
償
請
求

の
訴
訟
を
提
訴

し
、
資
産
を
差
し
押
さ
え
る
。」
と
い
っ
た
不
審
な
文
書
が
送
付

さ
れ
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
 

今
後
、
不
審
な
文
書
や
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
社
会

保
険
事
務
所
に
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

瞬
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て
 

二
十
歳
以
上
の
学
生
等
の
方
は
、
本
人
の
前
年
度
の
所
得
が
大

十
八
万
円
以
下
の
場
合
、
住
所
地
の
市
町
村
に
お
い
て
申
請
を
し

て
社
会
保
険
事
務
所
の
承
認
を
受
け
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
、
承
認
期
間
は
四
月
（
ま
た

は
申
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
卒
業
し
た
ら
忘

れ
ず
に
追
納
し
て
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
町
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

国
民
事
金
情
瓢
 

乙 	 A 
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戸
 

ク
 

畏
 

金
 木・

中
里
両
町
民
の
皆
様
、
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
よ
り
よ
い
年
で
あ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
 

さ
 て、
公
立
金
木
病
院

（
以
下
、
 

当
院
）
は
西
北
五
地
域
の
五

つ
の
自
治
体

病
院
機
能
再

編
成
 

（
以
下
、病
院
再
編
）
計
画
に
よ
り
、
 

平
成
二
十
年
に
は

一
部
療
養
型
ベ

ツ
ト
を
含
む
総
ベ
ッ
ト
数

一
二
〇

床
、
現
在
よ
り
六
〇
床
減
の
内
科

系
主
体
の
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
る

予
定
で
す
。
診
療
内
容
の
変
更
に

つ
い
て
簡
単
に
い
え
ば
、
外
科
が

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
外

科
が
な
く
な
る
こ
と
で
両
町
民
の

皆
様
に
は
、
不
安
感
を
与
え
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
外
傷
時
の
簡

単
な
処
置
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

行
い
ま
す
。
し
か
し
、
手
術
と
名

の
つ
く
も
の
は
、
効
率
面
、
安
全
 

面
よ
り
凡
て
新
築
予
定
の
中
核
病

院

（
以下
、
中
核
病
院
）
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
外
科
手
術
に

つ
い
て
経
営
の
面
よ
り
み
ま
す
と
、
 

例
え
ば
西
北
五
地
域
の
五
病
院
で

手
術
器
具
を
準
備
す
る
の
は
、
誠

に
不
経
済
で
す
。

一
本
の
鉄
で
間

に
合
う
も
の
が
、
五
病
院
で
す
と

五
本
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
 

こ
の
五
病
院
に
お
け
る
一
年
間
の

全
身
麻
酔
下
の
一
般
外
科
、
消
化

器
外
科
手
術
の
総
数
は
、
七
〇
〇
 

、
八
〇
〇
例
で
青
森
市
民
病
院
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
数
で
す
。

一
病
院

の
備
品
で
間
に
合
う
も
の
が
、
五

倍
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
二
、
三
倍

必
要
だ
っ
た
訳
で
す
。
同
様
に
人

員
、
特
に
人
数
の
足
り
な
い
医
師

数
の
面
で
も
、
余
分
に
必
要
で
し

た
。
こ
ち
ら
の
面
で
、
病
院
再
編

は
改
善
に
つ
な
が
る
筈
で
す
。
 

ま
 た、
近
の
患
者
さ
ん
は
、
 

大
病
院
指
向
が
極
め
て
強
い

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
患
者
さ

ん
の
希
望
に
沿
っ
て
手
術
を
行
う

に
は
、
手
術
の
大
小
に
関
わ
ら
ず

あ
る
程
度
の
規
模
の
病
院
、
す
な

わ
ち
中
核
病
院

程
度
の
大

き
さ
 

（予
定
で
は
五

O
O
床
以
上
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
前
述
し
た
安

全
性
の
面
か
ら
も
、
手
術
は
外
科

医
を
集
中
さ
せ
た
中
核
病
院
で
行

う
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

さ
 て、
病
院
再
編
に
よ
り
将
来
 

的
に
縮
小
が
決
ま
っ
て
い
る

当
院
で
は
、
新
し
い
職
員
を
採
用

で
き
な
い
と
い
う
大
き
な
悩
み
が
 

あ
り
ま
す
。
現
在
の
苦
し
い
経
済

状
況
や
病
院
再
編
時
に
余
剰
人
員

を
だ
さ
な
い
こ
と
を
考
え
、
新
人

の
採
用
は
原
則
と
し
て
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
各
分
野
で
職

員
の
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
 

新
入
が
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
 

い
ず
れ
の
組
織
で
も
活
力
を
失
い

ま
す
。
べ
一
でフ
ン
と
若
い
人
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
こ
そ
、
組
織

は
活
性
化
し
ま
す
。
業
種
別
で
は
、
 

特
に
看
護
師
の
高
齢
化
と
人
員
不

足
が
深
刻
で
す
。
 こ
こ
二
年
間
は

定
年
退
職
者
が
出
て
も
、
正
規
の

補
充
は
行
わ
ず
、
臨
時
採
用
し
か

し
て
い
ま
せ
ん
。
臨
時
採
用
で
は
、
 

正
看
護
師
は
ほ
と
ん
ど
来
て
く
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
し
ま
す
と
正
看
護

師
、
準
看
護
師
の
バ
ラ
ン
ス
が
く

ず
れ
、
さ
ら
に
人
員
不
足
の
た
め

基
準
看
護
料
を
取
れ
な
い
と
い
う

新
た
な
問
題
が
持
ち
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
今
回
、
患
者
数
の

減
少
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、

一
時
的
に
病
棟
を
減
ら
す
方

針
を
立
て
ま
し
た
。
つ
ま
り
不
足

し
て
い
た
一
病
棟
当
た
り
の
看
護

師
数
を
、
基
準
値
ま
で
戻
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
全
く
姑
息
的
な

苦
肉
の
策
で
す
。
 

患
 者数
減
少
の
第
一
の
原
因
は
、
 

患
者
さ
ん
の
医
療
費
の
負
担

増
で
す
。
そ
の
た
め
患
者
さ
ん
が

受
診
を
控
え
、
患
者
数
の
減
少
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
第
二
は
追
い

討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
常
勤
内

科
医

一
名
が
病
気
の
た
め
長
期
入
 

院
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
 

大
学
か
ら
の
応
援
で
よ
う
や
く
凌

い
で
い
る
の
が
現
状
で
、
残
り
の

常
勤
内
科
医
で
は
多
く
の
入
院
患

者
さ
ん
ま
で
手
が
回
り
ま
せ
ん
。
 

ま
る
で
武
器
の
な
い
兵
隊
で
戦
を

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
第

三
は
今
年
三
月
ま
で
勤
務
し
て
い

た
内
科
医
が
、
隣
町
で
開
業
し
た

こ
と
で
す
。
患
者
さ
ん
に
好
か
れ

た
有
能
な
内
科
医
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
当
院
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
小

さ
な
地
域
に
あ
る
病
院
で
は
、
そ

の
影
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
 

そ
の
結
果
、
病
院
の
看
板
診
療
科

で
あ
る
内
科
の
外
来
患
者
数
お
よ

び
入
院
患
者
数
が
減
少
し
、
ひ
て

は
病
院
全
体
の
患
者
数
の
減
少
、
 

経
営
の
悪
化
へ
と

つ
な
が
り
ま
し

た
。
 

病
 院経
営
悪
化
の
原
因
は
、
患
 

者
数
の
減
少
に
あ
り
ま
す
が
、
 

何
と
い
っ
て
も
診
療
報
酬
の
値
下

げ
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ

う
な
患
者
数
、
同
じ
よ
う
な
診
療

内
容
で
は
、
確
実
に
病
院
収
入
が

減
り
ま
し
た
。
 

明
 るい
話
題
の
少
な
か
っ
た
平
 

成
十
五
年
で
し
た
が
、
幸
い

な
こ
と
に
平
成
十
六
年
一
月
五
日

か
ら
新
し
い
常
勤
内
科
医

（
一
般

内
科
、
消
化
器
専
門
）
が
名
古
屋

か
ら
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
四
月
一

日
か
ら
は
三
、
十
ニ
カ
月
の
短
期

交
代
で
あ
っ
た
内
科
医
一
名
に
替

わ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
常
勤
内
科
医
 

（
一
般
内
科
、
消
化
器
専
門
）
が
 

秋
田
市
か
ら
加
わ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
現
在
常
勤

の
内
科
医

（
一
般
内科
、
循
環
器
、
 

消
化
器
専
門
）
、
さ
ら
に
大
学
か

ら
応
援
の
内
科
医
と
合
わ
せ
、
当

院
内
科
は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
陣

容
に
な
る
筈
で
す
。
ま
た
、
長
期

病
欠
の
内
科
医
の
復
帰
も
一
月
中

に
実
現
し
そ
う
で
す
の
で
、
診
療

お
よ
び
病
院
経
営
に
関
し
て
は
、
 

平
成
十
六
年
度
か
ら
は
明
る
い
展

望
が
持
て
そ
う
で
す
。
 

昨
 年の
十
二
月
十
二
日
に
金
木
 

町
公
民
館
で
当
院
の
忘
年
会

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
当
院

活
性
化
の
一
助
と
し
て
職
員
の
士

気
を
鼓
舞
す
る
た
め
、
診
療
水
準

の
進
歩
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

な
ど
に
寄
与
し
た
者
に
、
金
木
病

院
奨
励
賞
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の

中
で
外
来
診
療
開
始
前
に
看
護
師

お
よ
び
事
務
職
員
が
行
っ
て
い
る
 

「患
者
さ
ん
に
対
す
る
朝
の
挨
拶
」
 

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
当
院
を

受
診
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
は
極
め

て
好
評
の
よ
う
で
し
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る

接
遇
の
さ
ら
な
る
改
善
、
病
院
経

営
の
改
善
を
実
現
す
べ
く
、
職
員

一
同
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
両
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

ま
た
、
健
康
教
室
な
ど
両
町
民
の

皆
様
の
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
で
き

る
だ
け
担
当
職
員
を
派
遣
致
し
ま

す
の
で
、
大
い
に
当
院
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
 

金木病院カル7-  加213, 
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イ
 姉

妹
仲
良
く
、
健
康
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
 

（
父
 
鉄
也
・
母
真
吏
ょ
り
）
 

開
 
坂
 
真
 

衣
ち
ゃ
ん
 

（
十
ニ月
十
日
生
）
 

癌
」
嘱
撃
軸
製」
謝
謝
瓢
騒
麟
 

へ
 

一
 

【
 

(
 

ノ 

『12周園闘分』 
~  

、
（
価冒
 

⑥
税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

町
で
は
、
二
月
十
六
日
側

か
ら
三
月
十
五
日
囲
ま
で
、
 

役
場
三
階
大
会
議
室
で
住
民

税
の
申
告
を
受
付
し
ま
す
b
 

（税
務
署
に
申

告
さ
れ

る
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
）
 

対
象
と
な
る
方
は
、
期
間

内
に
印
鑑
等
必
要
な
も
の
を

持
参
の
う
え
申
告
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
コ

ー
ナ

ー
を
利
用
し

た
い

方
は

企
画
観
光
課

ま
で
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12月末現在 前年同月比 

男 	5, 535人 △ 90人 

女 	6, 183人 △ 60人 

計 11, 718人 	△ 150人 

世帯数 4,080 	15 

J

了
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